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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第108期

中間連結会計期間
第109期

中間連結会計期間
第108期

会計期間
自　2023年４月１日
至　2023年９月30日

自　2024年４月１日
至　2024年９月30日

自　2023年４月１日
至　2024年３月31日

売上高 （千円） 15,424,592 15,578,288 31,823,712

経常利益 （千円） 336,297 350,472 656,821

親会社株主に帰属する中間（当

期）純利益
（千円） 217,130 199,329 467,897

中間包括利益又は包括利益 （千円） 392,614 171,681 877,274

純資産額 （千円） 16,600,881 17,123,217 16,969,177

総資産額 （千円） 29,086,534 27,477,342 28,760,114

１株当たり中間（当期）純利益 （円） 56.47 51.78 121.64

潜在株式調整後１株当たり中間

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 57.07 62.32 59.00

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △391,956 224,488 2,027,683

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △74,261 △416,147 △1,126,773

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 557,697 △454,428 △380,255

現金及び現金同等物の

中間期末（期末）残高
（千円） 2,341,601 2,124,690 2,770,777

（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載していな

い。

２．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益は、潜在株式がないため記載していない。

３．１株当たり中間（当期）純利益の算定上の基礎となる普通株式の期中平均株式数については、「株式給付信

託(BBT)」及び「株式給付信託(J-ESOP)」が保有する当社株式を控除対象の自己株式に含めて算出してい

る。
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２【事業の内容】

　当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容に重要

な変更はない。

　また、主要な関係会社についても異動はない。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当中間連結会計期間において、当半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営者が

連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識している主

要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はない。

　なお、重要事象等は存在していない。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績の状況

　当中間連結会計期間におけるわが国経済は、一部に足踏みが残るものの、緩やかに回復している。しかしなが

ら、中国における不動産市場の停滞の継続に伴う影響、金融資本市場の変動等の影響など、先行きは不透明な状況

が続いている。

　当社グループを取り巻く環境は、電力コストは抑えられているものの、主原料である鉄スクラップ価格は高値圏

で推移した。また、建設工事案件の工期遅れなどにより建設向け鋼材需要の低迷が継続していることに伴い、鋼材

市況は弱含みで推移し、製品販売価格と鉄スクラップ価格との値差を示すメタルスプレッドは縮小した。さらに、

物流費および人件費の上昇もあり、厳しい事業環境となった。

　このような環境下、当社グループとしては、前年度に対し需要が回復している新潟県内の案件を捕捉し着実に受

注につなげたことや、建設工事現場での省力化に寄与する加工製品の拡販に注力したことに加え、製造面での安定

操業や各種原単位の改善などに努めてきた。

　この結果、当中間連結会計期間における売上高は15,578百万円（前年同期比1.0％増）、営業利益は276百万円

（前年同期比0.9％減）、経常利益は350百万円（前年同期比4.2％増）、親会社株主に帰属する中間純利益は199百

万円（前年同期比8.2％減）となった。

(2）財政状態の分析

①　資産

　当中間連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ1,282百万円減少して、27,477百万円と

なった。

　これは主に、電子記録債権の減少（前連結会計年度末比602百万円の減少）などにより、流動資産が前連結会

計年度末に比べ1,202百万円減少して14,183百万円となったことや、長期前払費用の減少（前連結会計年度末比

50百万円の減少）などにより、固定資産が前連結会計年度末に比べ79百万円減少して13,294百万円になったこと

によるものである。

②　負債

　当中間連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ1,436百万円減少して、10,354百万円と

なった。

　これは主に、支払手形及び買掛金の減少（前連結会計年度末比1,144百万円の減少）などにより、流動負債が

前連結会計年度末に比べ1,275百万円減少して7,811百万円になったことや、長期借入金の減少（前連結会計年度

末比217百万円の減少）などにより、固定負債が前連結会計年度末に比べ160百万円減少して2,542百万円になっ

たことによるものである。

③　純資産

　当中間連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ154百万円増加して、17,123百万円と

なった。

　これは主に、親会社株主に帰属する中間純利益199百万円の計上や、その他有価証券評価差額金が前連結会計

年度末に比べ26百万円減少したことによるものである。

　また、自己資本比率については、前連結会計年度末の59.0％から3.3ポイント上昇して、当中間連結会計期間

末には62.3％となった。
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(3）キャッシュ・フローの状況

　当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、2,124百万円となり、前連結

会計年度末に比べ646百万円減少した。各キャッシュ・フローの状況は次のとおりである。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間連結会計期間における営業活動の結果得られた資金は、224百万円（前年同期391百万円の支出）となっ

た。収入の主な内訳は、売上債権の減少1,133百万円、減価償却費529百万円であり、支出の主な内訳は、仕入債務

の減少1,110百万円、棚卸資産の増加391百万円である。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間連結会計期間における投資活動の結果使用した資金は、416百万円（前年同期74百万円の支出）となっ

た。収入の主な内訳は、有形固定資産の売却による収入3百万円であり、支出の主な内訳は、有形固定資産の取得

による支出411百万円である。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間連結会計期間における財務活動の結果使用した資金は、454百万円（前年同期557百万円の収入）となっ

た。支出の主な内訳は、長期借入金の返済による支出332百万円、社債の償還による支出100百万円である。

 

(4）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はない。

 

(5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はない。

 

(6）研究開発活動

　当中間連結会計期間の試験研究費の総額は、17百万円である。

　なお、当中間連結会計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はない。

 

３【経営上の重要な契約等】

　該当事項なし。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 11,190,000

計 11,190,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末
現在発行数（株）
（2024年９月30日）

提出日現在
発行数（株）

（2024年11月８日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可

金融商品取引業協会名
内容

普通株式 3,994,000 3,994,000
東京証券取引所

スタンダード市場

単元株式数は100株

である。

計 3,994,000 3,994,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項なし。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項なし。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項なし。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2024年４月１日～

2024年９月30日
－ 3,994,000 － 1,969,269 － 1,399,606
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（５）【大株主の状況】

  2024年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有
株式数
（千株）

発行済株式
（自己株式を
除く。）の総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

トピー工業株式会社 東京都品川区大崎一丁目２番２号 1,322 33.69

伊藤忠メタルズ株式会社 東京都港区北青山二丁目５番１号 348 8.87

株式会社第四北越銀行 新潟県新潟市中央区東堀前通七番町1071番地１ 188 4.81

伊藤忠丸紅鉄鋼株式会社 東京都中央区日本橋一丁目４番１号 173 4.43

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口）
東京都港区赤坂一丁目８番１号 166 4.23

損害保険ジャパン株式会社 東京都新宿区西新宿一丁目26番１号 136 3.49

北越メタル社員持株会 新潟県長岡市蔵王三丁目３番１号 78 2.01

株式会社関茂助商店 新潟県長岡市柏町二丁目７番６号 76 1.94

株式会社日本カストディ銀行（信託

Ｅ口）
東京都中央区晴海１丁目８番12号 74 1.89

公共財団法人山口育英奨学会 新潟県長岡市小国町横沢802番地 55 1.42

計 － 2,620 66.76

（注）１．上記のほか、自己株式69千株がある。

２．上記所有株式数のうち、信託業務に係る株式は、次のとおりである。

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）　 166千株

株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）　　　　　 74千株
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2024年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 69,600

完全議決権株式（その他） 普通株式 3,913,600 39,136 －

単元未満株式 普通株式 10,800 －
１単元（100株）未満の

株式

発行済株式総数  3,994,000 － －

総株主の議決権  － 39,136 －

（注）１．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式12株が含まれている。

２．「完全議決権株式（その他）」には、「株式給付信託（BBT）」及び「株式給付信託（J-ESOP）」の信託財産

として、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する株式74,200株（議決権の数742個）が含まれて

いる。

 

②【自己株式等】

    2024年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数

（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数の
合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合（％）

（自己保有株式）

北越メタル株式会社

新潟県長岡市蔵王

三丁目３番１号
69,600 － 69,600 1.7

計 － 69,600 － 69,600 1.7

（注）１．上記のほか、当社所有の単元未満株式12株がある。

２．「株式給付信託（BBT）」及び「株式給付信託（J-ESOP）」の信託財産として、株式会社日本カストディ銀行

（信託Ｅ口）が保有する株式74,200株については、上記自己株式等には含まれていないが、中間連結財務諸

表においては自己株式として表示している。

 

２【役員の状況】

　該当事項なし。
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第４【経理の状況】

１．中間連結財務諸表の作成方法について
　当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（1976年大蔵省令第28号。

以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成している。

　また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成している。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2024年４月１日から2024年９月

30日まで）に係る中間連結財務諸表について、高志監査法人による期中レビューを受けている。
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１【中間連結財務諸表】

（１）【中間連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,770,777 2,124,690

受取手形及び売掛金 ※１ 3,592,161 3,061,304

電子記録債権 ※１ 4,629,790 4,027,106

商品及び製品 3,063,842 3,405,236

仕掛品 77,353 78,728

原材料及び貯蔵品 1,097,077 1,145,944

未収還付法人税等 1,225 －

その他 164,477 349,714

貸倒引当金 △10,881 △9,683

流動資産合計 15,385,824 14,183,043

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 10,090,638 10,130,170

減価償却累計額 △7,551,479 △7,643,613

建物及び構築物（純額） 2,539,158 2,486,556

機械装置及び運搬具 24,744,188 24,891,306

減価償却累計額 △19,493,775 △19,573,086

機械装置及び運搬具（純額） 5,250,413 5,318,219

工具、器具及び備品 2,979,322 3,029,995

減価償却累計額 △2,229,269 △2,277,246

工具、器具及び備品（純額） 750,053 752,748

土地 1,756,432 1,750,900

リース資産 16,042 16,042

減価償却累計額 △7,063 △8,515

リース資産（純額） 8,979 7,527

有形固定資産合計 10,305,036 10,315,952

無形固定資産   

ソフトウエア 35,135 35,153

その他 3,727 3,685

無形固定資産合計 38,863 38,838

投資その他の資産   

投資有価証券 1,785,010 1,748,439

繰延税金資産 9,097 5,075

長期前払費用 1,210,234 1,160,183

その他 26,640 26,402

貸倒引当金 △594 △594

投資その他の資産合計 3,030,389 2,939,507

固定資産合計 13,374,289 13,294,299

資産合計 28,760,114 27,477,342
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※１ 5,006,073 3,861,597

電子記録債務 ※１ 784,426 817,936

短期借入金 2,158,415 2,043,281

１年内償還予定の社債 100,000 －

未払法人税等 37,575 116,696

賞与引当金 224,248 269,564

その他 ※１ 777,121 702,839

流動負債合計 9,087,860 7,811,916

固定負債   

長期借入金 1,509,759 1,292,296

執行役員退職慰労引当金 18,960 23,360

役員株式給付引当金 12,959 16,257

従業員株式給付引当金 45,168 52,372

退職給付に係る負債 803,790 832,482

資産除去債務 21,380 21,394

繰延税金負債 219,851 235,106

その他 71,207 68,938

固定負債合計 2,703,076 2,542,208

負債合計 11,790,936 10,354,124

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,969,269 1,969,269

資本剰余金 1,441,113 1,441,113

利益剰余金 12,785,072 12,964,780

自己株式 △160,316 △158,335

株主資本合計 16,035,139 16,216,828

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 870,320 843,712

退職給付に係る調整累計額 63,716 62,677

その他の包括利益累計額合計 934,037 906,389

純資産合計 16,969,177 17,123,217

負債純資産合計 28,760,114 27,477,342
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（２）【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  （単位：千円）

 
 前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

売上高 15,424,592 15,578,288

売上原価 13,574,458 13,668,704

売上総利益 1,850,133 1,909,583

販売費及び一般管理費 ※１ 1,571,466 ※１ 1,633,377

営業利益 278,667 276,205

営業外収益   

受取利息及び配当金 29,093 34,452

受取報奨金 15,430 －

その他 24,325 58,481

営業外収益合計 68,850 92,934

営業外費用   

支払利息 8,564 10,372

支払補償費 1,136 6,505

その他 1,519 1,789

営業外費用合計 11,220 18,667

経常利益 336,297 350,472

特別利益   

固定資産売却益 2,008 3,922

投資有価証券売却益 30,000 －

特別利益合計 32,008 3,922

特別損失   

減損損失 5,178 5,532

固定資産除却損 6,547 24,541

特別損失合計 11,725 30,074

税金等調整前中間純利益 356,579 324,321

法人税等 139,449 124,991

中間純利益 217,130 199,329

親会社株主に帰属する中間純利益 217,130 199,329
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【中間連結包括利益計算書】

  （単位：千円）

 
 前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

中間純利益 217,130 199,329

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 175,796 △26,608

退職給付に係る調整額 △312 △1,039

その他の包括利益合計 175,484 △27,647

中間包括利益 392,614 171,681

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 392,614 171,681

非支配株主に係る中間包括利益 － －
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（３）【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益 356,579 324,321

減価償却費 547,524 529,545

減損損失 5,178 5,532

賞与引当金の増減額（△は減少） 38,080 45,315

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △4,616 30,320

執行役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △8,780 4,400

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 3,731 3,298

従業員株式給付引当金の増減額（△は減少） 9,741 9,242

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,915 △1,197

受取利息及び受取配当金 △29,093 △34,452

支払利息 8,564 10,372

有形固定資産売却損益（△は益） △2,008 △3,922

有形固定資産除却損 6,547 24,541

投資有価証券売却損益（△は益） △30,000 －

売上債権の増減額（△は増加） △1,467,785 1,133,541

棚卸資産の増減額（△は増加） 906,844 △391,636

仕入債務の増減額（△は減少） △368,599 △1,110,965

その他 △259,370 △359,893

小計 △285,546 218,362

利息及び配当金の受取額 29,093 34,452

利息の支払額 △9,086 △10,463

法人税等の支払額 △146,122 △19,088

法人税等の還付額 19,705 1,225

営業活動によるキャッシュ・フロー △391,956 224,488

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △292,697 △411,873

有形固定資産の売却による収入 2,220 3,309

無形固定資産の取得による支出 △15,370 △5,865

投資有価証券の取得による支出 △1,648 △1,775

投資有価証券の売却による収入 235,959 －

その他 △2,725 58

投資活動によるキャッシュ・フロー △74,261 △416,147
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  （単位：千円）

 
 前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

社債の償還による支出 － △100,000

長期借入れによる収入 1,000,000 －

長期借入金の返済による支出 △225,042 △332,597

自己株式の取得による支出 － △57

自己株式の売却による収入 127 －

配当金の支払額 △215,174 △19,560

リース債務の返済による支出 △2,213 △2,213

財務活動によるキャッシュ・フロー 557,697 △454,428

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 91,479 △646,086

現金及び現金同等物の期首残高 2,250,121 2,770,777

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※１ 2,341,601 ※１ 2,124,690
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

　該当事項なし。

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　該当事項なし。

 

（会計方針の変更等）

　該当事項なし。

 

（追加情報）

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

１．株式給付信託(BBT)

　当社は、社外取締役を除く当社の取締役及び執行役員（以下、「取締役等」）に対して、取締役等の報酬と当社

の業績及び株式価値と連動性をより明確にし、取締役等が株価上昇によるメリットのみならず、株価下落のリスク

までも株主の皆さまと共有することで、中長期的な業績の向上と企業価値の増大に貢献する意識を高めることを目

的として、株式報酬制度「株式給付信託(BBT)」を導入しており、受給権を付与された取締役等に信託を通じて自

社の株式を交付する取引を行っている。

 

(1)取引の概要

　本制度は、あらかじめ当社が定めた役員株式給付規程に基づき、一定の要件を満たした取締役等に対し当社株式

及び当社株式を退任日時点の時価で換算した金額相当の金銭（以下、「当社株式等」）が、信託を通じて給付され

る業績連動型の株式報酬制度である。

　当社は、取締役等に対して会社業績に応じてポイントを付与し、取締役等を退任した者のうち役員株式給付規程

の定めにより受給権を取得した者には当該付与ポイントに相当する当社株式等を給付する。取締役等に対し給付す

る株式については、あらかじめ信託設定した金銭により将来分も含め取得し、信託財産として分別管理するものと

する。

　本制度に関する会計処理については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取

扱い」（実務対応報告第30号　2015年３月26日）を参考に、取締役等に対しても同取扱いを読み替えて適用し、

信託の資産及び負債を企業の資産及び負債として連結貸借対照表に計上する総額法を適用している。

 

(2)信託に残存する自社の株式

　信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に自己株式と

して計上している。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度29,992千円、21,500株、当中間連結会

計期間29,992千円、21,500株である。

 

２．株式給付信託(J-ESOP)

　当社は、当社従業員及び連結子会社の従業員等（以下、「従業員等」）への福利厚生と、当社の株価や業績と経

済的な効果を株主の皆さまと共有することにより、株価及び業績向上への従業員等の意欲や士気を高めることを目

的として、従業員等に対して自社の株式を給付するインセンティブプラン「株式給付信託(J-ESOP)」を導入してお

り、受給権を付与された従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引を行っている。
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(1)取引の概要

　本制度は、あらかじめ当社が定めた株式給付規程に基づき、一定の要件を満たした従業員等に対し当社株式及び

当社株式を時価で換算した金額相当の金銭（以下、「当社株式等」）が、信託を通じて給付される仕組みである。

　当社は、従業員等に対して個人の貢献度等に応じてポイントを付与し、従業員等のうち株式給付規程の定めによ

り受給権を取得した者には当該付与ポイントに相当する当社株式等を給付する。従業員等に対し給付する株式につ

いては、あらかじめ信託設定した金銭により将来分も含め取得し、信託財産として分別管理するものとする。

　本制度に関する会計処理については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取

扱い」（実務対応報告第30号　2015年３月26日）を適用し、信託の資産及び負債を企業の資産及び負債として連結

貸借対照表に計上する総額法を適用している。

 

(2)信託に残存する自社の株式

　信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に自己株式と

して計上している。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度69,178千円、54,300株、当中間連結会

計期間67,139千円、52,700株である。

 

（中間連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　該当事項なし。

 

（中間連結貸借対照表関係）

※１　中間連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理してい

る。なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形等を満期日

に決済が行われたものとして処理している。

 
前連結会計年度

（2024年３月31日）
当中間連結会計期間
（2024年９月30日）

受取手形 1,572千円  －

電子記録債権 806,648千円  －

支払手形 46,738千円  －

電子記録債務 222,411千円  －

流動負債「その他」（設備関係支払手形） 30,045千円  －

 

　２　保証債務

　　次の関係会社について、仕入先からの仕入債務に対し債務保証を行っている。

 
前連結会計年度

（2024年３月31日）
当中間連結会計期間
（2024年９月30日）

株式会社コーテックス 51,067千円 29,712千円

 

（中間連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりである。

 
　前中間連結会計期間
（自　2023年４月１日

　　至　2023年９月30日）

　当中間連結会計期間
（自　2024年４月１日

　　至　2024年９月30日）

運賃 905,111千円 981,010千円

給料 160,948千円 185,831千円

貸倒引当金繰入額 1,915千円 －

賞与引当金繰入額 52,991千円 58,788千円

執行役員退職慰労引当金繰入額 2,750千円 3,300千円

役員株式給付引当金繰入額 2,094千円 2,399千円

従業員株式給付引当金繰入額 3,094千円 3,362千円

退職給付費用 10,487千円 10,668千円

租税公課 34,490千円 31,966千円

減価償却費 21,684千円 23,043千円

試験研究費 28,437千円 17,704千円

 

EDINET提出書類

北越メタル株式会社(E01260)

半期報告書

17/24



（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前中間連結会計期間

（自　2023年４月１日
至　2023年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2024年４月１日
至　2024年９月30日）

現金及び預金勘定 2,341,601千円 2,124,690千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 － －

現金及び現金同等物 2,341,601千円 2,124,690千円

 

（株主資本等関係）

前中間連結会計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年５月18日

取締役会
普通株式 215,844 55.0 2023年３月31日 2023年５月31日 利益剰余金

（注）2023年５月18日取締役会決議による配当金の総額には、「株式給付信託（BBT）」及び「株式給付信託(J-ESOP)」

制度の信託財産として株式給付信託が保有する当社株式に対する配当金4,493千円が含まれている。

 

２　基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となる

もの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年11月２日

取締役会
普通株式 117,733 30.0 2023年９月30日 2023年12月１日 利益剰余金

（注）2023年11月２日取締役会決議による配当金の総額には、「株式給付信託（BBT）」及び「株式給付信託(J-ESOP)」

制度の信託財産として株式給付信託が保有する当社株式に対する配当金2,307千円を含んでいる。

 

３　株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項なし。

 

当中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年５月17日

取締役会
普通株式 19,622 5.00 2024年３月31日 2024年５月31日 利益剰余金

（注）2024年５月17日取締役会決議による配当金の総額には、「株式給付信託（BBT）」及び「株式給付信託(J-ESOP)」

制度の信託財産として株式給付信託が保有する当社株式に対する配当金379千円が含まれている。

 

２　基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となる

もの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年11月１日

取締役会
普通株式 39,243 10.0 2024年９月30日 2024年12月２日 利益剰余金

（注）2024年11月１日取締役会決議による配当金の総額には、「株式給付信託（BBT）」及び「株式給付信託(J-ESOP)」

制度の信託財産として株式給付信託が保有する当社株式に対する配当金742千円を含んでいる。

 

３　株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項なし。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前中間連結会計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

　当社グループは、「鉄鋼事業」の単一セグメントであるため、記載を省略している。

 

当中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

　当社グループは、「鉄鋼事業」の単一セグメントであるため、記載を省略している。

 

（金融商品関係）

　当中間連結貸借対照表計上額と時価との差額及び前連結会計年度末に係る連結貸借対照表計上額と時価との差額

に重要性が乏しいため、記載を省略している。

 

（有価証券関係）

　当社グループの事業の運営において重要性に乏しいため、記載を省略している。

 

（企業結合等関係）

　該当事項なし。
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（収益認識関係）

　当社グループは、鉄鋼事業の単一セグメントであり、財又はサービスの種類別に収益を分解した情報は以下のと

おりである。

 

　前中間連結会計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

（単位：千円）

 
報告セグメント

合　計
鉄鋼

国内棒鋼・線材 9,592,365 9,592,365

輸出棒鋼・線材 － －

国内形鋼・特殊棒鋼 1,634,432 1,634,432

輸出形鋼・特殊棒鋼 24,983 24,983

土木製品 1,382,619 1,382,619

建築製品 2,454,887 2,454,887

その他部門 335,303 335,303

顧客との契約から生じる収益 15,424,592 15,424,592

その他の収益 － －

外部顧客への売上高 15,424,592 15,424,592

 

　当中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

（単位：千円）

 
報告セグメント

合　計
鉄鋼

国内棒鋼・線材 10,180,942 10,180,942

輸出棒鋼・線材 － －

国内形鋼・特殊棒鋼 1,536,823 1,536,823

輸出形鋼・特殊棒鋼 9,853 9,853

土木製品 1,395,241 1,395,241

建築製品 2,035,472 2,035,472

その他部門 419,954 419,954

顧客との契約から生じる収益 15,578,288 15,578,288

その他の収益 － －

外部顧客への売上高 15,578,288 15,578,288
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（１株当たり情報）

　１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

項目
前中間連結会計期間

（自　2023年４月１日
至　2023年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2024年４月１日
至　2024年９月30日）

１株当たり中間純利益 56円47銭 51円78銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益（千円） 217,130 199,329

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

中間純利益（千円）
217,130 199,329

普通株式の期中平均株式数（株） 3,844,946 3,849,567

（注）１．潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載していない。

２．普通株式の期中平均株式数の計算において控除する自己株式に、「株式給付信託（BBT）」及び「株式給付

信託（J-ESOP）」が保有する当社株式を含めている。なお、「株式給付信託（BBT）」及び「株式給付信託

（J-ESOP）」が保有する当社株式の期中平均株式数は、前中間連結会計期間79,500株、当中間連結会計期間

74,843株である。

 

（重要な後発事象）

　該当事項なし。

 

 

 

 

２【その他】

(1)　期末配当

　2024年５月17日開催の取締役会において、2024年３月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり期末

配当を行うことを決議した。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　 　　　19,622千円

②　１株当たりの金額　　　 　　　　　　　　　　　５円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　 2024年５月31日

 

 

(2)　中間配当

　2024年11月１日開催の取締役会において、2024年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間

配当を行うことを決議した。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　 　　　39,243千円

②　１株当たりの金額　　　 　　　　　　　　　　　10円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　 2024年12月２日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項なし。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

2024年11月７日

北越メタル株式会社

取締役会　御中

 

高志監査法人

　新潟県新潟市

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 渡　　　部　　　政　　　記

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 佐　々　木　　　泰　　　隆

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている北越メタル株式

会社の2024年４月１日から2025年３月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2024年４月１日から2024年９月30日

まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、中間

連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、北越メタル株式会社及び連結子会社の2024年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって

終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての

重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、

監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

 

中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し適

正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表示す

るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準

に従って、期中レビューの過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。

また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財務諸表の

注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間

連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報

告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能

性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構成及

び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の結

論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

（注）１　上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管している。

２　XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていない。
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